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Ｑ１. 廃棄物減量等推進員制度とは？ 

Ａ１． 

 平成４年１２月議会で、稲城市は清掃関係の条例を２０年ぶりに全面改正しま

した。それまで「出されたごみを処理する」という条例から、「ごみの発生抑制

と再利用」に重点を置いた『稲城市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条

例』を制定し、平成５年５月１日から施行しました。 

 廃棄物減量等推進員の制度は、条例第８条に 

①   市長は、一般廃棄物の減量、再利用の促進及び適正処理に熱意

と見識を有する者のうちから、廃棄物減量等推進員を委嘱する。 

   ②   廃棄物減量等推進員は、一般廃棄物の減量、再利用の促進及び

適正処理のため、市の施策への協力、その他の活動をおこなう。 

 と規定されています。 

推進員は、各自治会・管理組合から推薦していただき、市長が委嘱するもの

で、任期は２年間となっています。現推進員の委嘱期間は、平成２５年１０月

１日から平成２７年９月３０日までです。 

任期の途中で「交代」が生じた場合には、各地域の自治会長、管理組合理事

長を通じて、環境課ごみ・リサイクル係まで連絡をしてください。 

 

※ 条例規則  抜粋 

○稲城市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例 

 

第 8 条 市長は、一般廃棄物の減量、再利用の促進及び適正処理に熱意と識見を有する者

のうちから、廃棄物減量等推進員を委嘱する。 

2 廃棄物減量等推進員は、一般廃棄物の減量、再利用の促進及び適正処理のため、市の施

策への協力その他の活動を行う。 

 

○ 稲城市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例施行規則 

 

第 4 条 条例第 8 条第 1 項に規定する廃棄物減量等推進員(以下「推進員」という。)は、

次の各号に掲げる事項を行うものとする。 

(1) 一般廃棄物の発生抑制、減量、再利用の促進及び適正処理に関し、地域住民に啓発す

ること。 

(2) 一般廃棄物の分別及び適正な排出に関し、地域住民に指導助言すること。 

(3) 不法投棄物に関し、市に連絡すること。 

2 推進員は、各自治会、市内事業所等から推薦されたもののうちから市長が委嘱する。 

3 推進員の任期は 2年とし、補欠推進員の任期は前任者の残任期間とする。ただし、再任

を妨げない。 

 

 



Ｑ２. 廃棄物減量等推進員の役割とは？ 

 

Ａ２． 

 廃棄物減量等推進員は、ごみの発生抑制と再利用を推進する稲城市と市民の皆

さんの橋渡し役として、また地域住民への啓発・助言･推進のリーダーとして自

分が住んでいる地域から、ごみの減量とリサイクルを推進していこうとする目

的で設けられた制度です。 

 廃棄物減量等推進員は、地域の皆さんに、ごみに関する啓発・助言・推進の

リーダーとして次のような役割があります。 

（１）ごみの減量化、リサイクル推進に各地域のリーダーとして取り組む。 

（２）ごみの減量化、リサイクル推進について、地域の推進役として、ごみの

分け方、出し方、資源物の分け方、出し方等について率先して模範を示

すとともに、説明・指導・助言を行う。 

（３）市と協力して、ごみ減量化とリサイクル推進等の啓発をおこなう。（市民

祭参加、ごみキャンペーンの実施） 

（４）地域美化、清掃実践活動の助言・指導・協力をおこなう。 

（５）地域（市内）に不法投棄等を発見した場合、市に連絡をする。 

（６）ごみ減量だよりの発行(年 2 回)及びごみ減量説明会への参加。 

（７）その他ごみの投げ捨て防止や環境美化の推進を図る。 

 

 

＜実践例＞ 

 

1. 資源回収ステーションへの排出について 

 

・ ペットボトル→洗い、キャップ・ラベルを取り、つぶしてから出す。 

・ 缶→洗って、つぶしてから出す。 

・ 天候が悪い際は、かごや資源物が散乱していないか、見回りを行なう。 

 

2. 燃えないごみの排出について 

 

・ 乾電池・蛍光灯など、有害ごみが混ざっていないかを確認。 

  →「警告シール」を添付し、分別して搬出して頂く。 

 

3. 単身者が多い集合住宅等はごみの分別が良く理解されていない方への対応 

 

・「ごみリサイクルカレンダー」・「ごみ減量だより」等の配布や周知を行う。 



Ｑ３. 各地区での指導内容は？ 

Ａ３． 

廃棄物減量等推進員として地域の皆さんに、ごみの出し方の指導・助言をす

る場合、次のような要領で排出するよう指導してください。 

（１）決められたものを 

   『燃えるごみ』『燃えないごみ』『資源ごみ』『粗大ごみ』『有害ごみ』に

分別してください。特に乾電池や蛍光管の有害ごみが、燃えないごみや

粗大ごみに混ざっていることが多く、収集運搬に支障をきたしておりま

す。有害ごみが他のごみに混ざることがないように、分別を徹底してく

ださい。 

（２）決められた日に 

  各地区の収集日は「ごみ・リサイクルカレンダー」で市民の皆さんに 

お知らせしています。 

※粗大ごみは、粗大ごみ受付収集センター（電話 370-5505）に予約をし、

粗大ごみ処理券を購入し、当日午前中に指定場所へお出し下さい。 

（３）決められた場所に 

燃えるごみ、燃えないごみ、粗大ごみ、古紙・古布等は、戸建て住宅は

自宅前に、集合住宅は指定された場所に。びん・缶・ペットボトルは、

資源回収ステーションに、必ず分別して前日または当日に排出してくだ

さい。 

※台風等大雨、大雪の際等、かごの設置が困難な場合は、回収が中止と

なる場合があります。その際は、かごが設置される次回にお出し下さい。 

   ※ペットボトルのフタ・ラベルは外して潰してから出すようにお願いし

ます。 

（４）決められた時間に 

   ごみ及び資源物の収集は午前 8 時からおこないます。交通事情により収

集時間が前後しますが、収集日の午前 8 時までに出すようにしてくださ

い。 

 ごみを収集日以外に出したり、分別しないで出したりすると、交通の妨げや、 

犬・猫やカラス等の鳥獣に荒らされたり、ごみや缶・ペットボトルが風で飛ば 

されたり、悪臭やハエ等が発生し、近隣の住民にも迷惑がかかります。 

 推進員の皆さんが、ごみ出しの悪い点を指導する場合、「収集できません」シ

ールをお渡ししていますので、ご利用ください。 

 また、地域内で目に余るようなごみや資源物の出し方がありましたら、市役 

所環境課ごみ・リサイクル係までご連絡ください。 

電話０４２－３７８－２１１１（内線２６２・２６３・２６５） 

 

 



Ｑ４. ごみと資源物の分類と排出場所 

Ａ４． 

 稲城市では、「ごみ」として焼却、破砕するものと、「資源物」として再利用

するものとに分けています。次のような分類になっています。 

  

（戸建住宅） （集合住宅） 

（１）燃えるごみ・・・戸別回収 指定場所回収 

ご み   （２）燃えないごみ・・戸別回収 指定場所回収 

（３）粗大ごみ・・・・戸別回収 指定場所回収 

 

             （１）新聞紙 ・・・・戸別回収 指定場所回収 

（２）雑 誌 ・・・・戸別回収 指定場所回収 

（３）ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ ・・・・戸別回収 指定場所回収 

排出物          （４）古 布 ・・・・戸別回収 指定場所回収 

（５）びん  ・・・・・ステーション回収 

（６）缶   ・・・・・ステーション回収 

資 源   （７）ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・・・・・ステーション回収 

（８）有害物 ・・・・戸別回収 指定場所回収 

（９）金属物 ・・・・戸別回収 指定場所回収 

（10）牛乳ﾊﾟｯｸ・市役所、公民館等での拠点回収 

（11）発泡ﾄﾚｲ・・市役所、公民館等での拠点回収 

（12）ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ・・市役所、公民館等での拠点回収 

（13）小型電子機器・市役所、公民館等での拠点回収 

 

※１ 

 ごみと資源物は、それぞれ収集日の午前 8 時までに出してください。 

 集合住宅は、自治会や管理組合が指定した場所に、戸建住宅は道路に面した

自宅前に出します。ごみの分別方法・排出方法・回収日は、「ごみ・リサイク

ルカレンダー」に記載しています。 

※２ 

 古紙・古布、金属物等は、回収品目ごとに車両が異なります。 

従って回収物によっては、時間が前後します。また回収品目の順番も日によっ

て違いますのでご注意ください。 

※ 3 

有害物（乾電池・蛍光灯等）は必ず月 1 回の有害物の日に出してください。 

分別されていないと収集することができませんので、分別の徹底をよろしく

お願いします(分別できていないごみ等には、警告シールをご利用下さい。) 

 

 
H27.7.3 



Ｑ５.廃棄物の分類 

Ａ５． 

 廃棄物（ごみ）は、日常生活のあらゆる所からでてきますが、廃棄物は搬出

する場所に応じて次のような処理方法に分類されます。 

ごみ・・・・・・・・・市で収集（有料） 

家庭系廃棄物 

し尿・・・・・・・・・市で収集（有料） 

家電ﾘｻｲｸﾙ法該当品目・・販売店・業者収集

（有料・自己処理）                      

廃棄物             パソコン･ﾊﾟｿｺﾝﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ・・ﾒｰｶｰで回収 

                           （有料・自己処理） 

その他処理困難物（石・土等）・・業者収集 

 (有料・自己処理) 

 

ごみ・・有料・自己処理 

事業系 

                一般廃棄物   し尿・・有料・自己処理 

事業系廃棄物 

産業廃棄物・・・・・・・・自己処理 

特別管理産業廃棄物・・・・自己処理 

（廃油・感染性産業廃棄物など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ６.事業系一般廃棄物・産業廃棄物の処分 

Ａ６．(ごみリサイクルカレンダーP21・P22 参照) 

「事業系一般廃棄物」とは、事業活動に伴って生じた廃棄物のことで、産業廃

棄物以外のものをいいます。事業系一般廃棄物を処理する場合、 

（１）稲城市内で販売している「事業系ごみ処理袋」を購入し、市の通常の収

集日に搬出する。１回につき３袋まで。 

（２）自己処理する。 

（３）稲城市が許可した処理業者と直接契約して処理する。 

以上、3 種類の処理方法があり、各事業所で処理方法を選択してもらいます。 

 産業廃棄物と特別管理産業廃棄物（施行令で定めたもの）は、市では処理で

きませんので、次の方法で処理をしてもらいます。 

（１）自己で適正処理する。 

（２）専門の処理業者に処理を委託する。 

 稲城市では、毎年市内の事業所（者）に対して事業系廃棄物の処理について

お知らせして、事業者の方々に適切な処理についての理解を求めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ７.紙のリサイクル 

Ａ７．(ごみリサイクルカレンダーP17 参照) 

 稲城市では、ごみ減量、リサイクルの推進を図るために古紙の戸別回収を行

っています。収集している物は、新聞、ざつ紙（雑誌、チラシなど大きさに制

限無）、ダンボールです。シュレッダーをかけた紙は古紙として再資源化する過

程に支障があるため回収できません。燃えるごみでお出しください。 

 また、牛乳パックについても市役所、文化センター等で拠点回収しています。 

牛乳パックはよくすすぎ、切り開いて乾燥させてから出してください。内側に

銀色のアルミが貼り合せてあるものや、汚れのひどいものは出せません。 

 

古紙として再資源化するのに支障がある、またはできないものには次のような

品目があります。 

 

(1)粘着テ－プ (２)ワッペン（シール）類 (3)ファイルの金具 (４)金属クリッ

プ (５) プラスチック製品 (６)窓の付いた封筒のセロハン部分 (７)ビニールコ

ート紙 (８)紙コップなどのワックス加工品 (９)油紙 (10)写真  (11) 合成紙 

(12) 防水加工紙 (13) 感熱紙（ファクス用紙など） (14)ノンカーボン紙 (15) 

感熱発泡紙 (16)裏カーボン紙 (17) フィルム類 （18）洗剤・線香の箱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ８.発泡トレイ等のリサイクル 

Ａ８．（ごみリサイクルカレンダーP15 参照） 

稲城市ではごみ減量とリサイクルの推進のために発泡トレイ・発泡スチロー

ルの回収を行っています。市役所や文化センターなどに回収ボックスを設置し、

拠点回収しています。 

※ 容器包装リサイクル法により販売店も収集量に応じて、処理経費を一部

減額され、市も収集運搬経費が減り、双方にメリットがあるため、スー

パーなどでの買い物の際には、店頭回収を利用しましょう。(P13 参照) 

※ 食品等のトレイは洗って乾かしてから出してください。 

  カップ麺や納豆の容器については、燃えるごみとして出してください。 

   

※ 発泡スチロールは、回収ボックスに入らないような大きなものは、ある程度

砕いてから入れてください。発泡スチロールの粉が細かく飛び散りそうな時

や、小さなものがいくつもあるような時は袋に入れて出してください。 

（濡らした新聞紙に包んだり、その物を濡らしてから割ると、周りに飛び散ら

ずに小さくできます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ９.布類のリサイクル 

Ａ９．（ごみリサイクルカレンダーP17 参照） 

１．古布のリサイクル方法 

 （１）資源物としての目安 

    人が身に着ける衣類の他、毛布、タオル、カーテン、シーツなども回

収します。但し著しく汚れのひどいものは回収しません。また、資源

として出す際は、衛生上の観点からも簡単に洗濯してください。 

 （２）資源物として排出する場合 

    古着、古衣料は、ボタンやジッパー等を取り除いたりしないで、その

ままの状態で出すようにお願いします。日本の古着の中には海外で古 

    衣料として重宝される物も多くあります。必要がなくなった古着でも、 

    大切に扱ってください。 

    また、雨に濡れた古着等は再利用することができず、回収しても資源

として利用できませんので、雨の日などは、次回以降に排出する等、

ご協力をお願いします。 

 （３）資源物として排出できない物 

    掛敷ふとん、座布団、枕、ペンキや油などで汚れた布類、帽子、キル

ティング製品、ぬいぐるみ、雑巾、ジュータン・マットなどの敷物類、

電気毛布、布製スリッパ、ペット等に使用した布類 

 

   ※現在、新聞やテレビ等で話題になることもありますが、古布加工業者     

    の市場状況はとても厳しい状況にあり、各自治体でも苦慮していると 

    ころです。 

    数年前までは、何でも気軽に古布は、「古布回収へ」となっていました

が、現在では 1 年毎に状況は変化しています。 

    それに伴い、資源として出せるもの・出せないものが今後の古布加工

業者の市場状況によって変化していくことも考えられます。 

    そのため、上記の分類どおりに回収できない事もありますので、その 

    場合は市役所の環境課までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



仕切り問屋 

木綿類ぼろ・・・ウエス、足袋底用、製紙製布

の原料、カバン、スリッパの

内張り用セルロイド原紙、研

磨用、一般印刷用紙の原料、

ろ過用紙 

麻布類ぼろ・・・ナフキン紙、ライス巻紙、家

庭用紙等の原料 

 

毛織類ぼろ・・・毛布、洋服生地、毛メリヤス 

        帽子、フェルト・テーブル掛

け等、カバン・オーバーコー

ト地、じゅうたん等の混合材 

        防寒靴の芯、剣道具の芯等 

 

絹類ぼろ・・・・家庭用はたき、織帯の加工材

等 

化学繊維・・・・ふとん綿、ガラ紡原料等 

 

 

その他古布・・・ふとん綿、中入綿、鼻緒の芯 

        自動車用シート用クッション

等、座布団 

中古衣料 

２．布のリサイクルの流れ 
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・裁断 
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Ｑ1０.容器包装リサイクル法とは？ 

Ａ１０． 

 正式名称は「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」

といいますが、一般的には「容器包装リサイクル法」と呼ばれています。 

 日常生活の中で、ごみは毎日排出され、年々増加してきましたが、これ以上

ごみが増えないようにするために、ごみとして捨てられるものの中から再生利

用（リサイクル）できるものを「資源物」として排出・収集・リサイクルしよ

うと考えられたのが、「容器包装リサイクル法」で、平成 12 年４月１日から完

全実施されました。 

 

どんな法律？ 

 「容器包装リサイクル」は、自治体まかせだったごみの処理については、消

費者、自治体、事業者が役割分担し、協力してリサイクルを進めていくため

の法律です。 

 

容器包装とは？ 

 容器包装とは、商品を包んでいる容器や包装のことで、商品を使った時点で

不用となるものです。 

 

例えば・・・ 

 ①びん飲料、缶飲料等の空きびん、空き缶 

 ②牛乳パックに使われている紙パック 

 ③清涼飲料水等に使われているペットボトル 

 ④肉や魚等の入った白色のトレーなどを容器包装といいます。 

 

対象となる容器は？ 

 容器包装リサイクル法が対象としているものは、以下 10 種類です。 

（１）アルミ缶（２）スチール缶（３）無色、透明ガラスびん 

（４）茶色ガラスびん（５）その他ガラスびん（６）ペットボトル 

   （７）紙パック （８）ダンボール（９）その他紙（雑誌、菓子箱等） 

   （10）その他プラスチック（主に発泡トレイ） 

  ごみを排出する時は、これらの物が入っていないか確認してください。 

 

  



Ｑ１１.容器包装リサイクル法の役割分担は？ 

Ａ１１． 

 「容器包装リサイクル法」では、消費者（排出者）・自治体（市町村）・ 

事業者が、力を合わせてリサイクルを推進しようとしています。それぞれ 

の分担は次のようになっています。 

消費者（排出者）は、分別して排出する責任があります。 

（１）容器包装物を金属、ガラス、紙、プラスチック等の種類に分別し、 

資源回収に出さなければいけない（容器の中を洗浄するなどのルー  

ルを守ってください）。 

（２）リターナブル容器や簡易な包装の商品の使用に努めなければならな 

い。 

  （３）リサイクルされた製品を積極的に使用するように努めなければなら 

ない。 

自治体（市町村）は、分別回収の責任があります。 

（１）消費者（排出者）が分別して排出した容器包装物を回収して、種類 

     別に保管しなければならない。 

  （２）回収した品目に対し圧縮・異物の排除等をおこない、リサイクルし

やすい状態にしなければならない。 

事業者は、再商品化の責任があります。 

  （１）自治体（市町村）が回収した容器包装物を引き取り、再商品化し 

     なければならない。 

  （２）容器包装そのものを過剰なものにせず、またリサイクルしやすい 

     素材を使用するように努めなければならない。 

 

 

 

※ 行きも帰りもマイバックを利用しましょう！！ 

大型スーパー等で、発泡トレイ・牛乳パック・ペットボトルキャップ等、店

頭回収をしている店舗にお買い物に行く際には、マイバックに入れ持参して

いただき、お買い物帰りには、レジ袋をもらわずにマイバックへ入れて帰宅

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ１２.家電リサイクル法とは？ 

Ａ１２．（ごみリサイクルカレンダーP22 参照） 

正式名称は「特定家庭用機器再商品化法」といいますが、一般に「家電リ 

サイクル法」と呼ばれています。 

家庭から出された廃家電は、有効な資源があるにも拘わらず、回収されて 

から殆どが埋め立てられていたのが現状です。そこで廃家電の減量及び再資 

源の有効利用の観点から考えられたのが『家電リサイクル法』（特定家庭用機

器再商品化法）で、平成 13 年 4 月 1 日から完全実施になりました。 

 

どんな法律？ 

  「家電リサイクル法」は、一般家庭や事業所から排出された特定の家電製品

の有効な部品や材料を有効利用するために、販売者、消費者、製造者が、役割

を分担し協力して、廃棄物の減量とリサイクルの推進をしていくための法律で 

す。 

特定の家電製品とは？ 

 特定の家電製品とは平成 25 年 10 月１日現在では次の 5 品目です。 

   ①エアコン 

   ②テレビ 

   ③冷蔵庫・冷凍庫 

   ④洗濯機 

     ⑤衣類乾燥機 

※特定の家電製品に指定されている品目は粗大ごみとして排出することはでき

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ１３.家電リサイクル法の流れと役割分担 

Ａ１３．（ごみリサイクルカレンダーP22 参照） 

 

「家電リサイクル法」も「容器包装リサイクル法」と同様に、消費者（排出者） 

販売者（家電販売店）、家電メーカー（製造者）が力を合わせ、できる限りリサ

イクルを推進しようとしています。 

 それぞれの分担は、次のようになっています。 

消費者（排出者）は、リサイクル料金と収集運搬料金を支払う責任があります。 

（１）排出する場合に次の 3 つの方法から選んでください。 

    

   ① 購入した販売店が明確な場合 

     買った販売店が明確な場合は、その販売店で引き取りをしてもらう。 

② 買い替えの場合 

    現在、使用中の家電製品を買い替える場合には、販売店で引き取りを 

    してもらう。 

   ③ ①②のいずれにも該当しない場合 

     買い替えでもなく、買ったお店も不明で、単に排出する場合は、収集 

      運搬業者に直接連絡して引き取りをしてもらう。 

収集運搬業者 

㈱ペエックス 電話 ３７８－２１２１ 

㈱加藤商事 電話 ３７８－３０５１ 

㈱調布清掃 電話 ３３９－７７５３ 

 ※ どの方法もリサイクル料金がかかります。引き渡しの時に必ず「家電

リサイクル券」の排出者控えを受け取ってください。 

（２）家電 5 品目を排出する場合に、品目別のリサイクル料金を支払う責

任があります。品目別のリサイクル料金は、 

   ①エアコン       ２，６２５円 

   ②テレビ        ２，８３５円 

   ③冷蔵庫・冷凍庫    ４，８３０円 

   ④洗濯機        ２，５２０円 

⑤衣類乾燥機      ２，５２０円   ※消費税別（平均価格） 

   リサイクル料金は全国共通ですが、収集運搬を業者に依頼する場合、別

途手数料がかかりますので、ご利用になられる際は、料金について収集

運搬許可業者または、販売店にお問い合わせください（収集のケースに

よって料金は異なります）。 
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家電販売店は、引き取り義務及び指定場所までの運搬する責任があります。 

 （１）販売者（家電販売店）は、消費者から廃家電を引き取る責任があります。 

家電販売点に引き取り責任が生じるのは次の場合です。 

     ①その販売店で新しい家電品と買い替える場合。 

     ②その販売店で購入した廃家電品。 

※上記以外の場合は、収集運搬業者へ直接申し込んで引き取ってもらって

ください。 

（２）引き取った廃家電を製造元別の指定場所まで運搬する責任があります。 

 

製造者（家電メーカー）は、収集された廃家電をリサイクルする責任がありま

す。 

 （１）各家電メーカーは、自社で製造した廃家電を法律に基づき適正にリサイ 

クル処理をする責任があります。 

※「家電リサイクル券」は郵便局でも販売しています。「家電リサイクル券」を 

 自身で購入してメーカー別の指定場所に自分で持って行くことも可能です。 

詳しくは、市役所環境課ごみ・リサイクル係までお問い合わせください。 

 電話０４２－３７８―２１１１（内線２６２・２６３・２６５） 

 

※処分方法として、メーカー指定場所に自身で搬入することも可能です。 

詳しくは下記の番号までお問い合わせ下さい。 

・ ㈱調布清掃本社    042-485-1166（調布市） 

・ 日通東京西運輸㈱  042-366-7602（府中市） 

東京府中取扱所 
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Ｑ１４.家庭用パソコン・ディスプレイについて 

Ａ１４．（ごみリサイクルカレンダーP22 参照） 

 資源有効活用促進法により、平成 15 年 10 月 1 日より、家庭用パソコン・デ

ィスプレイのメーカー回収が始まりました。 

 

 事業用パソコンについては、すでにメーカーによる回収・リサイクルがされ

ていますが、近年、家庭系パソコンの出荷比率が急速に伸び、平成 14 年度にお

いては、パソコンの国内出荷比率の 4 割が家庭用です。また、家庭における普

及率は平成 13 年度では、約 50%にも達しています。そこで、平成 15 年 10 月

から、これらを資源物として、有効利用するために、家庭用パソコン・ディス

プレイもメーカー回収・リサイクルされることとなりました。 

 家庭で不要になったパソコン・ディスプレイは、メーカーに連絡し、最寄り

の郵便局を通じて回収され、リサイクルされます。 

 

〇パソコン・ディスプレイの廃棄方法 

・各メーカーに申込み、最寄りの郵便局を経由して回収されます。 

・パソコン本体とディスプレイが別のメーカーの時は、それぞれのメーカーに

申し込んでください。 

・自作のパソコン、廃業メーカーのものは、（財）電子情報技術産業協会（JEITA）

に申し込んでください。 

電話：０３－５２８２－７６８５ 

ホームページ：http//www.pc.3r.jp 

 

〇収集運搬・リサイクル料金 

 

 全てのパソコンは排出する際に収集運搬の申込が必要です。 

特に平成 15 年 9 月 30 日以前に購入したもので、「ＰＣリサイクルマーク」が付

いていないものは、排出する際に料金が必要になります。料金は、メーカーに

より異なりますが、標準的な料金は下表のとおりです。 

デスクトッ

プパソコン

本体 

ノートブッ

クパソコン 

ブラウン管

ディスプレ

イ 

ブ ラ ウ ン

管 デ ィ ス

プレイ 

一 体 型 パ

ソコン 

液 晶 デ ィ

スプレイ 

液 晶 デ ィ

ス プ レ イ

一 体 型 パ

ソコン 

3，000 円 3，000 円 4，000 円 4，000 円 3，000 円 3，000 円 

※詳細については、 

一般財団法人パソコン３R 推進協会 

☎０３－５２８２－７６８５（http//www.pc.3r.jp）までお問い合わせください。 



 

Ｑ１５.粗 大 ご み の 排 出 方 法 

Ａ１５.（ごみリサイクルカレンダーP19 参照） 

 

「粗大ごみ」とは家具、家電製品等（家電リサイクル法の該当品目、パソコ

ン・ディスプレイを除く）で、①重量 5kg 以上、②三辺の和が 100cm 以上、③

一辺が 50 ㎝以上のものをいいます。 

即ち、料金表に記載されている品目に関係なく「粗大ごみ」となります。 

 

(1)粗大ごみ受付収集センターに、予約の電話を入れ排出申し込みをします（排 

出日・各品物の処理手数料の決定）。 

 電話 ０４２－３７０－５５０５ 

（受付時間：月～金曜日、午前８時３０分～午後５時 ※祝祭日を除く） 

 ※受付時間外はファクス（０４２－３７８－９０１５）または電子メール

（sodaigomi@city.inagi.lg.jp）で受け付けします。返信は翌営業日になります。 

 

(2)市内の「粗大ごみ処理券取扱店」（「ごみ・リサイクルカレンダー」に記載）

で、品目別の料金分の粗大ごみ処理券を購入します（料金の支払い）。 

 

(3)粗大ごみ受付収集センターで指定された日に、購入した「粗大ごみ処理券」

を品物に貼って、午前中に自宅前（集合住宅は指定場所）に排出してください。 

 

 ※一人住まいで高齢者（６５歳以上）の方や、体に障害（４級以上）のある

方は、ご希望によりお部屋からの排出サービスを行います。この場合は、市役

所環境課ごみ・リサイクル係までお問い合わせください。なお、処理料金はか

かります。 

 

 

 

「粗大ごみ」として取り扱えないもの 

①家電リサイクル法に該当する品目（テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗

濯機、衣類乾燥機） ②パソコン・ディスプレイ ③スプリング入りのマット

レス ④50cc 以上のバイク ⑤180cm 以上のロープなどのひも状の物 ⑥サー

フボード ⑦タイヤ、バッテリー、チェーンなどの車に関するもの ⑧ピアノ、

エレクトーン等 ⑨消火器 ⑩金庫 ⑪家の壁や柱（改築廃材等） ⑫事業用

で出たもの、また事業所のもの 等 

H26.3.5 
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Ｑ１６.資源ごみ集団回収補助金交付制度について 

Ａ１６． 

 稲城市では、市民のごみに対する関心を高め、ごみの減量及び資源の有効利

用を推進するため、地域の資源ごみ集団回収活動に補助金を交付し、その活動

の拡大を奨励しています。 

 

対象団体 

（１）資源ごみ集団回収事業を自らの手で実施していること 

（２）団体の規模は、おおむね２０世帯以上であること 

（３）回収は、原則として年１回以上であること 

（４）営業を目的としない団体であること 

 

補助金の額 

○古紙（新聞紙・雑誌・ダンボール）、古布、缶類（アルミ製を除く）、びん類、

その他有価物（牛乳パック等） 

＝１キログラム当たり９円 

○アルミニウム 

＝１キログラム当たり６円 

○廃食油 

＝１リットル当たり６円 
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Ｑ１７.生ごみ処理機購入助成制度について 

Ａ１７．（ごみリサイクルカレンダーP18 参照） 

 稲城市では、燃えるごみの中で、最も割合の多い「生ごみ」を減量するため、

生ごみ処理機購入のための助成を行っております。 

 

申請方法（申請後、助成金が各口座に振り込まれます。） 

① 機器を購入する前に、申請書に必要事項を記入の上、環境課へ提出。 

② 助成承認書が市役所から届いた後に、機器を購入。 

③ 承認書と一緒に送られてくる書類に必要事項を記入捺印し、提出。  

 

 

対象品目と補助金額 

 

種別 特徴 長所 助成上限額（１基あたり）
生ごみ堆肥化容器
（コンポスターなど）

お庭・畑があるご家庭
向きです。枯葉や腐葉
土と生ごみを混ぜるこ
とで、微生物が生ごみ
を分解し、堆肥になり
ます。

生ごみ減容器
(くうたくんなど) 共同住宅向きです。消

化酵素入りの基材と生
ごみを混ぜることで、
生ごみが分解され、消
滅します。

電動生ごみ処理機

屋内使用にお勧めで
す。スイッチ一つでご
みを処理してくれます。

かき回す手間が無く、
どなたでも簡単に使用
できます。

10,000円

電動式と比べ、安価で
購入できます。

容量190ℓ未満=3,000円

容量190ℓ以上=6,000円

※機種･販売店を問わず、購入金額の2分の1の額を助成します（上限額は上表参照）。
※「生ごみ処理容器」は、上記以外にも様々な種類がありますので、詳しくは販売店やメー
カーにお問い合わせください。  
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Ｑ１８. 「ごみ減量だより」の発行について 

Ａ１８. 

市では、広報いなぎの定期号（毎月１日・１５日発行）や減量特集号・

たまエコニュース等で機会を見てはごみの減量・マナー向上についての

記事を掲載してきているところです。 

秘書広報課にて、広報の市内全戸配布を行っておりますが、ごみに関

する記事の量に限界があり、お知らせしたいことがなかなか市民の皆様

に届きづらい状況となっています。 

そこで、身近なところから、地域のリーダーとして日頃より活動して

頂いている稲城市廃棄物減量等推進員である皆さんの立場から、ごみ減

量の工夫や地区での活動の様子を発信して頂きたいと考えから、発行す

ることとなりました。 

より一層のごみの減量、分別マナーについてを人から人へ、手から手

へと情報を共有してもらい、なおかつごみ減量に繋がるような回覧用の

チラシ作成にご協力をします。 

 

廃棄物減量等推進員の皆さんには、輪番制で原稿の作成、地区ごとの印

刷、配布、回覧等全ての面においてご協力をしていただいています。 

                               

＜発行回数＞                                                  

市内全地区で回覧してもらえる「ごみ減量だより」を年２回発行予定。 

 

＜発行について＞ 

  発行元は稲城市廃棄物減量等推進員連絡協議会 

  事務局、問い合わせ先は、稲城市市民部環境課ごみ・リサイクル係 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪担当地区と担当号≫ ―地区ごとの輪番制― 

矢野口(第２号)→東長沼(第３号)→大丸(第４号)→百村(第５号)→坂浜(第６号)

→平尾(第７号)→押立(第８号)→向陽台(第９号)→長峰(第１０号)→若葉台(第１

１号)→矢野口…                 
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Ｑ１９. 「ごみ減量だより」の発行手順について 

Ａ１９. 

 

≪ごみ減量だより発行まで≫ 

         

 

 

 

                  

 

（１）１月中旬 ／ ９月中旬      担当地区推進員が事務局と掲載原稿に 

           ついて打合せ（一時間程度） 

  ↓ 

(２)１月末日まで ／ ９月末日まで     一人一記事（タイトルと文 100 文字 

程度）作成してもらい、事務局に原稿 

↓           提出。（持参又はＦＡＸ・メール提出。） 

          

（３）２月中旬 ／ １０月中旬      推進員連絡協議会にて、原稿案提示。   

 

提出してもらった記事を事務局にて校 

正・割付後、推進員連絡協議会上にて、 

↓                  原稿案を提示し、全推進員に見て頂き 

意見を伺う。 

 

（４）２月末日 ／ １０月末日     提示した原稿案について、意見要望等 

受付。 

         ↓ 

 

(５)３月中旬まで ／ １１月中旬まで   印刷・区分け作業完了       

 

↓ 

(６) ４月１日 ／ １２月１日      回覧開始 

 

 

 

 

 

テーマ① 

テーマ② 

テーマ③ 

（     ） （     ） 

（     ） （     ） 

（     ） （     ） 

（     ） （     ） 

（     ） （     ） 

ご自分の担当号 

が偶数号の方は 

こちら 

ご自分の担当号 

が奇数号の方は 

こちら 

＜４月／１２月発行に向けて＞ 

記

事

案 



Ｑ２０.「どうする」こんなごみの処理方法（その１） 

Ａ２０． 

１．家庭からの引っ越し等の理由から多量ごみが出る場合、次のいずれかの 

方法で出してください。 
  （１）計画的に少しずつ市の収集日に出す。 

  （２）稲城市の許可業者に直接委託する。 

  （３）ごみの種別ごとに、スーパーのビニール袋やダンボール等に分けて、

市役所の環境課で検品をうけてから、多摩川衛生組合に自分で搬入

する。（ごみリサイクルカレンダーP21 参照） 

（10kg@420 円の手数料がかかります。衛生組合へ搬入後、搬入伝票

を受取り、再帰庁して頂きます。市役所 1 階銀行または取り扱い金

融機関で期限内にお支払い下さい。） 

  

２．事業系の一般排出ごみ（ごみリサイクルカレンダーP21 参照） 

    商店、飲食店、病院、工場、事務所等の事業活動に伴って出るごみは、

法律の規定により、事業者自らが責任をもって適正に処理することに

なっています。 

    次のいずれかの方法で処理してください。 

  （１）自己処理する。 

  （２）稲城市の許可業者に委託する。 

  （３）事業者用の「稲城市指定ごみ袋」（有料）を購入して、市のごみ収集

日に出す。 

  

３．その他、市で処理ができないもの（ごみリサイクルカレンダーP22 参照） 

    塗料・爆発危険物・廃油・薬品・注射器等の医療廃棄物等・タイヤ・

消火器・建築廃材・ガスボンベ・石・土砂・コンクリート・コンプレ

ッサー・バッテリー類・ドラム缶・農業用器具・農業用ビニール・有

毒性物質・自動車部品・ベットマット（スプリング入り）・ピアノやエ

レクトーン類・その他エンジンやモーターの付いているもの。   

 

    これらの品目の処理方法は、稲城市廃棄物処理業者に委託していただ

くか、販売店・専門店等に相談、引き取りをしてもらってください。 

 

 ※ 主な産業廃棄物処理業者 

   ①㈱ペエックス ３７８－２１２１ 

   ②㈱加藤商事  ３７８－３０５１ 

   ③㈱調布清掃  ３３９－７７５３ 

 

 H27.7.3 



Ｑ２１.「どうする」こんなごみの処理方法（その２） 

Ａ２１． 

１．庭木を剪定したときに出た枝木の処分(ごみリサイクルカレンダーP14 参照) 

（１）自己処理 

（２）家庭剪定枝リサイクル作業会場に持ち込む（広報で予定を毎号掲載） 

（３）市の収集に出す場合は、長さ 80cm 以内、太さ直径 10 ㎝以内の木片にし

て、１束 30cm 以内にひも等で束ねて、１回に２束まで無料で出すこと

ができます（落ち葉類は、透明または半透明の袋で２袋まで）。 

 

２．使用済みの紙おむつの処分 (ごみリサイクルカレンダーP14 参照) 

（１）常時おむつを使用している 65 歳以上の高齢者、４歳未満の乳幼児、障害

のある方を対象に、申請に基づき、1 回につき 3 袋（30 枚）のおむつ専

用袋を無料配布しています。 

（２）紙おむつは、汚物（大便）をトイレ等で取り除いてから「燃えるごみ」

として出してください。 

（３）配布場所は、市役所・各出張所・保健センター・子供家庭支援センター

となっております。（土日開庁日には、市役所 1 階市民課にて配布） 

   ※環境課へ事前に申し込むことにより、「第二文化センター・第四文化セ

ンター・第三保育園・第四保育園」で受け取れます。 

 

３．乾電池の処分    (ごみリサイクルカレンダーP14 参照) 

（１）乾電池は、「有害物」の回収日に、透明または半透明の袋に入れて自宅前

または指定場所に出してください。 

（２）市役所（正面玄関）回収ボックス、各文化センターの回収ボックスへ出

してください。 

   ※リモコン・目覚まし時計・おもちゃ等についたまま不燃ごみとして排

出されることが多く見られますので、取り除きの徹底をお願いします。 

 

４．蛍光灯の処分    (ごみリサイクルカレンダーP14 参照) 

（１）蛍光灯は、「有害物」の回収日に、蛍光灯だと確認できるようにして自宅 

   前または指定場所に出してください。2 本以上の場合はひも等で束ねてく

ださい。 

   ただし、割れていないものに限ります。割れた蛍光灯は、「燃えないごみ」

として搬出をお願いします。 

   ※水槽・机・電気スタンド等についたまま粗大ごみとして排出されるこ

とが多く見られますので、取り除きの徹底をお願いします。 
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稲城市のごみ処理のあゆみ 
 

昭和３８年  ９月  狛江町、多摩村にて「狛江多摩衛生組合」発足。 

       １２月  稲城町議会に「ごみ処理特別委員会」を設置する。 

昭和３９年  ４月  ごみ収集を開始する。 

        ９月  稲城町の加入で「多摩川衛生組合」に名称変更。 

昭和４０年 １２月  ごみ焼却処理施設第１号炉竣工。 

昭和４２年  ４月  「稲城町清掃条例」を制定する。 

昭和４５年  ３月  平尾住宅の入居が開始される。 

        ４月  ごみ処理手数料が無料になる。 

       １２月  一部の地区でダストボックス方式の試行を開始する。 

昭和４６年  ４月  可燃物のダストボックス方式を全地区で実施する。（市制施行１１月 1日） 

昭和４７年  ４月  収集回数の増。（可燃ごみ３回／週、不燃ごみ２回／月） 

昭和４８年  ４月  不燃物のダストボックスを市内全地区に設置する。 

        １２月  年末年始のごみ保管袋を配布。 

昭和４９年  ４月  稲城市清掃対策協議会発足。 

             収集回数の増。（不燃ごみ３回／月） 

昭和５０年  ８月  第１回 環境美化市民運動を実施。 

昭和５３年  ４月  ダストボックスを置けない箇所で袋収集を開始する。 

             収集回数の増。（不燃ごみ１回／週） 

昭和５５年  ４月  粗大ごみの定期収集を開始する。 

        ５月  第１回 多摩川清掃を実施。 

昭和５６年  ６月  坂浜地区で袋収集の試行を開始する。 

        １０月  百村地区で袋収集の試行を開始する。 

昭和５７年  ２月  袋収集実施計画案について、清掃対策協議会で協議 

             協議結果・・・・・実施可能 

        ６月  袋収集に切り替え決定（稲城市） 

            大丸地区で袋収集を開始する。 

       １０月  東長沼地区で袋収集を開始する。 

昭和５８年  １月  押立地区で袋収集を開始する。 

        ６月  矢野口地区で袋収集を開始する。 

昭和５９年  ４月  平尾（団地を除く）地区で袋収集を開始する。 

             東京都三多摩地域廃棄物広域処分組合 広域処分場会場（日の出町） 

              多摩川衛生組合から広域処分場へ投入開始。 

             乾電池、体温計を分別収集。（不燃物収集日に回収） 

        ７月  蛍光管分別 収集。（不燃物収集日に回収） 

 

 

 



 

 

昭和６０年  ５月  市の人口が５０，０００人となる。 

       １０月  狛江市、稲城市、衛生組合の三者で資源ごみについて具体的に検討。 

       １１月  下水道共用開始。（大丸地区） 

昭和６１年  ８月  ごみ処理容器モニター開始。 

昭和６２年  ４月  ごみ収集方式及びごみ減量計画の検討を開始する。        

昭和６３年  ３月  向陽台地区の入居が開始される。 

        ４月  生ごみ処理容器（コンポスター）の助成金制度発足。 

             ごみ減量計画検討結果報告。     

平成元年  ４月  資源回収団体助成金交付制度発足。 

        １０月  生活用品活用コーナー（不用品交換コーナー）制度の開始。 

        １２月  資源回収団体による空びん回収開始。（平尾地区） 

             ごみ小冊子を作成・・・・・・全戸配布 

平成 ２年  ２月  ごみ小冊子マンガ本（児童用）を作成し、小学校３年生以上に配布。 

             生ごみ処理容器の集合住宅にモデル設置。（平尾住宅） 

平成 ３年  ４月  焼却炉購入助成制度発足。 

        １０月  「稲城市清掃対策協議会設置に関する要綱」を改正。 

              第９期稲城市清掃対策協議会委員の委嘱 委員を１５名から２１名に増員。 

              「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（改正）公布。 

              「再生資源の利用の促進に関する法律」（リサイクル法）施行。 

 平成 ４年 １０月  びん、缶、ペットボトルの資源回収を開始する。（大丸、向陽台地区） 

              ごみ減量・リサイクルキャンペーンを開始。 

        １２月  「稲城市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例」が議決される。 

             「ごみ問題に関する決議」が市議会で議決される。 

平成 ５年  １月  「稲城市ごみ非常事態宣言」発令。 

         ４月  「稲城市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例」が施行される。 

              生活環境課 リサイクル推進室 を設置。 

             ごみ減量・リサイクル街頭キャンペーンの実施。（兼、新規採用職員研修） 

        １０月  「稲城市廃棄物減量等推進審議会」発足   委員１５名 

             「稲城市廃棄物減量等推進員」制度発足   委員５０名 

              粗大ごみ収集を有料化。 

              稲城第４小学校に給食残さ物を堆肥化する高速生ごみ堆肥化機械を設置 

         １２月  びん・缶・ペットボトルの資源回収を、全市域で開始する。 

平成 ６年  ４月  ごみ減量・リサイクル街頭キャンペーンの実施。（兼、新規採用職員研修） 

         ６月  ルール違反のごみ用に「警告シール」完成。 

         ９月  厚生省から「クリーンリサイクルタウン」に選定される。（都で初めて） 

        １０月  事業系ごみの有料化・・・・・・事業所用のごみ処理券の販売。 

              稲城市リサイクルショップのオープン。 

        １２月  稲城市廃棄物減量等推進審議会に『ごみ収集体系について』を諮問。 

 



 

平成 ７年 ２月  稲城市廃棄物減量等推進審議会が『ごみ収集体系について』を答申。 

              農林水産省の補助を得て大型の「ペットボトル減容器」を設置。 

       ４月  不燃ごみの排出袋を透明化に義務づけ。 

            平尾・宅地分譲住宅でダストボックス収集から戸別収集に変更。 

        ５月  ごみ減量・リサイクル街頭キャンペーンの実施。（兼、新規採用職員研修） 

        ６月  『ごみ収集体系について』の答申に基づき、収集体系の検討に着手。 

        ８月  ごみ減量・リサイクルキャンペーン月間として、街頭にて連日実施。 

 平成 ８年 ２月  ごみ収集体系の変更を「広報いなぎ」で周知する。 

        ３月  ごみ収集体系の変更を街頭キャンペーンとして連日実施する。 

             平成６年度と比較してごみ量が１，０００ｔ減量。 

        ４月  リサイクルに重点を置いたごみ収集方向に移行する。 

① 古紙（新聞、雑誌、ダンボール）回収 

② 古布回収                    月１回・戸別回収（集合住宅 

③ 金属回収                     は、指定場所） 

④ 有害物回収 

              可燃物が週２回、不燃物が月２回の収集に減。 

              びん・缶・ペットボトルの回収が、週１回に増。 

              ごみの排出袋を透明、または半透明に統一。 

              ごみ・リサイクルカレンダーを作成、全戸配布。 

 ８月  組織改正で「生活環境課」が「環境課」に「リサイクル推進室」が廃止となり、「ご

み・リサイクル係」として発足。 

       １１月  毎月５．３の日（ゴミの日）キャンペーン開始。     

平成 ９年 ３月  公社平尾住宅がダストボックスを撤去し、袋収集、戸別収集（拠点）に変更。 

       ８月  ごみ減量・リサイクルキャンペーン月間として、街頭にて連日実施。 

      １０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命。（任期 平成１１年９月３０日） 

平成１０年 ３月  多摩川衛生組合、新炉建設及び灰溶融炉建設完成。 

       ４月  多摩川衛生組合、新炉及び灰溶融炉並びに発電施設稼動。 

       ８月  ごみ減量・リサイクルキャンペーン月間として、街頭にて連日実施。 

      １１月  稲城市廃棄物減量等審議会に「廃棄物の処理手数料について」を諮問。 

平成１１年 ３月  稲城市一般廃棄物処理基本計画策定。 

       ４月  第２０回 多摩川清掃実施。 

       ７月  第２５回 稲城市環境美化市民運動実施。 

       ８月  ごみ減量・リサイクルキャンペーン月間として、街頭にて連日実施。 

       ９月  稲城市廃棄物減量等推進審議会から「廃棄物の処理手数料、ごみ有料化に

ついて」答申を得る。 

      １０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命。（任期 平成１３年９月３０日） 

           稲城市廃棄物減量等推進審議会委員の新規任命。（任期 同上） 

       １１月  稲城市リサイクルショップ向陽台特設所開設。 

平成１２年 ３月  稲城市まちをきれいにする市民条例制定。 

 ３月  リサイクルショップで木材（廃材）のリサイクル試行開始。 



 

       ４月  向陽台・城山地区内ダストボックスを撤去、戸別・拠点袋収集へ移行。 

             発泡トレイ分別回収開始。（公共施設での拠点回収） 

             第２１回 多摩川清掃実施。 

        ７月  第２６回 稲城市環境美化市民運動実施。 

        ８月  ごみ減量・リサイクルキャンペーン月間として、街頭にて連日実施。 

        ９月  まちをきれいにする市民条例施行。  事前実践活用の実施。 

       １０月  向陽台地区ダストボックスを撤去、戸別・拠点袋収集へ移行。 

            粗大ごみ収集システムの変更。（受付収集センター設置） 

            環境シンポジウムの実施。 

まちをきれいにする市民条例の施行 

平成１３年 １月  平尾分譲住宅地区ダストボックスを撤去、戸別・拠点袋収集へ移行。 

             （この時点で市内全域戸別、拠点の袋収集となる。） 

       ４月  家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）実施に伴う（エアコン・テレビ 

           冷蔵庫・洗濯機）粗大ごみ収集システム変更。 

           廃棄物減量に伴う市域全体説明会開始。（自治会、管理組合単位） 

           第２２回 多摩川清掃実施。 

      ７月  第２７回 稲城市環境美化市民運動実施。 

     １０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命。（任期 平成１５年９月３０日） 

      ２月  環境シンポジウムの実施。 

   

平成１４年  ４月  第２３回多摩川清掃実施。 

７月  第２８回稲城市環境美化市民運動実施。 

２月  環境シンポジウムの実施。 

３月  稲城市環境基本計画策定。 

 

平成１５年  ４月  稲城市環境基本条例施行。 

４月  第２４回多摩川清掃実施。 

７月  第２９回稲城市環境美化市民運動実施。 

１０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命。（任期 平成１７年９月３０日） 

１０月  事業系一般廃棄物 ごみ処理券から指定袋への移行。 

１０月  資源有効利用促進法に基づく、家庭用パソコン・ディスプレイのメーカー回 

収が始まる。 

 

平成１６年  １月  ５３０（ごみゼロ）職員キャンペーン開始 

２月  環境シンポジウム開催 

３月  環境基本条例施行 

４月  家電リサイクル法対象品目に冷凍庫を追加 

     発泡スチロール分別開始 

５月  古紙・古布の月２回収集開始 

    日の出町谷戸沢廃棄物広域処分場にて多摩環境フェスティバル開催 



 

７月  第３０回稲城市環境美化市民運動実施 

９月  減免世帯への指定収集袋無料配布開始 

１０月  家庭ごみ指定袋制（有料化）開始 

     ごみ処理手数料改正 

 

平成１７年  ４月  第２６回多摩川清掃実施 

        ５月  家庭剪定枝のチップ化 

７月  第３１回稲城市環境美化市民運動実施 

１０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命。（任期 平成１９年９月３０日） 

        １０月  環境シンポジウム開催 

 

平成１８年  ４月  第２７回多摩川清掃実施 

５月  家庭剪定枝のチップ化（５月～３月） 

６月  環境シンポジウム開催 

６月  稲城市オリジナルマイバッグ販売開始 

７月  第３２回稲城市環境美化市民運動実施 

８月  親子ごみ処理施設見学会実施 

 

平成１９年  ４月  第２８回多摩川清掃実施 

４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全３６回） 

７月  環境シンポジウム開催  

７月  組成分析見学会実施  

７月  第３３回稲城市環境美化市民運動実施 

８月  親子ごみ処理施設見学会実施 

        １０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命。（任期 平成２１年９月３０日） 

 

平成２０年  ４月  第２９回多摩川清掃実施 

４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全３６回） 

６月  環境シンポジウム開催  

７月  組成分析見学会実施  

７月  第３４回稲城市環境美化市民運動実施 

８月  親子ごみ処理施設見学会実施 

         

平成２１年  ４月  第３０回多摩川清掃実施 

４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全３６回） 

６月  環境シンポジウム開催  

７月  第３５回稲城市環境美化市民運動実施 

８月  親子ごみ処理施設見学会実施 

        １０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命。（任期 平成２３年９月３０日） 

 



 

平成２２年  ４月  第３１回多摩川清掃実施 

４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全３６回） 

６月  環境シンポジウム開催  

７月  第３６回稲城市環境美化市民運動実施 

８月  親子ごみ処理施設見学会実施 

          １２月  ごみ減量だより（創刊号）発行 

３月  第１回三沢川一斉市民清掃実施 

 

平成２３年  ４月  ごみ減量だより（第２号）発行 

         ４月  第３２回多摩川清掃中止（震災の影響） 

         ４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全３６回予定） 

         ７月  第３７回稲城市環境美化市民運動実施 

         ７月  ごみ組成分析見学会 開催 

         ８月  親子ごみ処理施設見学会実施 

         ８月  市民環境会議基調講演 

               「（仮称）第 2次稲城市環境基本計画に向けて」 

        １０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命 （任期 平成２５年９月３０日） 

        １２月  ごみ減量だより（第 3 号）発行 

３月  第 2 回三沢川一斉市民清掃実施 

 

平成２４年   ４月  ごみ減量だより（第４号）発行 

４月  第３３回多摩川清掃実施 

         ４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全 36 回） 

         ４月  使用済みインクカートリッジ回収開始（公共施設での拠点回収） 

７月  第３８回稲城市環境美化市民運動 

８月  親子ごみ処理施設見学会実施 

        １２月  ごみ減量だより（第 5 号）発行 

         ３月  第 2次稲城市環境基本計画策定 

         ３月  第３回三沢川一斉市民清掃実施 

 

平成２５年   ４月   ごみ減量だより（第 5 号）発行 

         ４月  第３４回多摩川清掃中止（河川増水のため） 

         ４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全 36 回） 

         ７月  第３９回稲城市環境美化市民運動 

         ８月  親子ごみ処理施設見学会実施 

        １０月  「稲城市廃棄物減量等推進員」の新規任命 （任期 平成２７年９月３０日） 

        １０月  「第１２回 I のまち 

 

平成 26 年度 ４月   ごみ減量だより（第 8 号）発行 

          ４月  第３5 回多摩川清掃 



 

          ４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全 36 回） 

          ７月  第 40 回稲城市環境美化市民運動 

             8 月  親子ごみ処理施設見学会実施 

         12 月  ごみ減量だより（第 9 号）発行 

          3 月  第 5 回三沢川清掃中止（大雨による増水のため） 

平成 27 年度  ４月   ごみ減量だより（第 10 号）発行 

           ４月  第３6 回多摩川清掃 

           ４月  家庭剪定枝のチップ化（４月～３月 全 36 回） 

           ７月  第 41 回稲城市環境美化市民運動 
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